
L水質部業務概要

従来、当公害センター研究部第1科が、水質担当であったが、昭和48年7月、水質部が設置さ

れ、部内は算1科、第2科把分けられた。第1奉ヨは主として公共用水域把係る部門を捜当し、河川

の水質の潤定計画把基づく常時監視を主を業務としてぃる。第2科は汚染物質の発生源、即ち工場ノ

排水の監視に伴う検査を受持っている。次表に第1科、第2科の行った年間の分析険体数、項目数

を示した。傾向としては水域の富栄養化の観点から、アンモニ7性窒素、燐酸イオン充どの項目で

検査処理が増加しているのが目立つ。業務の大半は行政の要請把よる試験検査であるが、その間な

にがしかの調査研究釣竜問題把も取組んだ。これらについては本誌に稿を改めて記載してある。
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48年匿　水質部検査項目数（行政検査及び外部依頼検査）
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1▲　工場排水水質検査患果概要

48年庭中把、当所で行った工場。事業場の排出水の監視事業に伴う水質検査の結果をまと

めた0工場○事業場の芙蓉軋多岐にわたっているが、メッキ業等有害物質取扱業稽と、食品、

せん維業専有機煙汚水関連業穫とに大月りした。項目は前者についてはP日、シアン、る価のCr

全Cr、Cd、Pb、Zn、Cu、後者につぃてはpH、20】〕、SSてある。n－ヘキサン抽出

物質佗つぃては菜種把、関係をく一括した。項目によって検査件数把差があカ、数値の傾向を携

るの把は件数の少をすぎるものもあった。

（1）メッキ業等有害物貿取扱業繹

i）　PH

検査件数108、その平均値はフ・1、最大値は11．d、最小値は2．4である。規制基準値

5・8～8・占に適合するもの70件、比率72ヲち、不適合件数58、比審28肇である。不適

合件数58のうちPH5。8未満は19件、14労、8．7以上は19件、149らである。

Il）　シアン

検査件数は51件で、その全平均値据2．2ppmであるが、軍艦高値の54ppmと43ppm

を除いた平均値はロ・71pp花lである。規制基準値1ppmを超過しないものは59件で全体

の7る繋である。

由）全クロム

検査件数55件、うち不検出は12件で全体の54％である。規制基準値2ppm未満は不

検出を含めて24件で全体の占9労を占める。10ppm以上が5件（最大値は28、5ppⅡ）あ

ゎ、これらを除いた平均値は1．1ppmである。基準値超過分憶11件、519招こあたる。

蓼V）　占価のクロム

検査件数57件、うち不検出は2占件で全体の7e労である。規制基準値0．5ppm未満は

不検出を含めて55件、全体の89繋を占める。最高値は5．2ppⅡlであゎ、基準値超過分は

4件、11浄である。

V）　カドミウム

検査件数25件、うち不検出（0．00ppm）は15件、全体の74ヲちである。規制基準値

0・1ppm未満は不検出を含めて22件、全体の9　占労である。基準値を超過したものは1

軋数解は0．15ppⅢである。

Vi）　鉛

検査件数25件、うち不検出（口．Oppm）は15件、全体の占5肇である。規制基準値1

ppm未満は不検出も含めて2D件、全体の8占解把あたる。
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検査件数17件、うち不検出（0．Dppm）は2件、規制基準値5ppm未満は不検出を含め

てて2件、全体の71労である。

血）亜鉛

検査件数27件、うち規制基準値5ppm未満は20件、全体の74％にあたる。

（2）食品製造業等有機性汚水関連業種

】）　PH

検査件数115件、その平均値は7．4である。最大値は11．9、最／j、億層4・1である。規制

基準値5．8～8，る把連合するもの98件、その比牽は859ち、不適合件数17件、比率159ち

である。そのうちPH5．8未満は5件、pH8．占を超過するもの12件である。

1i）　B O工〕

検蒼件数115件で景／」＼値は5ppⅡ1、最大値は590ロロppmである。数値のばらつきが

大きいので、一応125pp皿で繚を引ぃてみると、125ppm未満が7ロ件、dl喀、

125pp－Ⅰ蹴上が44件、59窃となる。叉5‾ロGppmて凄を引いlてみるとぅC□pp由長浦

カこ92件、8□好、50〇pm巌上が25件、20喀となる。乎埼悠0とわプチも問題であるが、

一応50Gp pm以上の数値を除いた平均値は75芦p！nで塗る0

川）　SS

検査件数は77件、最小値は1ppm未満、最大値は140□O pplnで数値のばらつきは大

きい。一応200pp皿で繰を引ぃてみると、200pp恥未満が58件、75繋〉、200ppm

以上が19件、25％とたる。又500ppmで線を引いてみるとぅ00ppm未満が占占件、

8占浄、500ppm以上が11件、14繋とをる。平均値のとれ方も問題であるが、一応5

00pp皿以上の数値を除ぃた平均値はる4ppmである。

‡〉）　n－ヘキサン抽出物質

検査件数2占件、一応50ppn（動植物性油脂の規制基準値）で線を引いてみると、50

ppm未満2ロ件、比峯は77ヲもと浸る。

主な項日のヒストグラムを次把掲げる。
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